
資料３ 

1 

ワーキンググループの設置について（案） 

 

令和５年３月１５日 

 

 

 バイオ政策に関する、より専門的・科学的な審議事項について、以下のワー

キンググループを設置し、審議を行うこととする。 

  

 

１．バイオものづくり革命推進ワーキンググループ （別紙１参照） 

主な審議内容 

（１） バイオものづくりの全体像に係る議論 

（２） 研究開発項目、事業のアウトカム・アウトプット、スケジュール等の議論 

（３） プロジェクト実施企業等の経営層との対話を通じた、指導・助言 

（４） プロジェクトの取組状況の確認・改善点の指摘、部会への報告 等 

 

 

２．バイオレメディエーションワーキンググループ （別紙２参照） 

主な審議内容 

（１） 「微生物によるバイオレメディエーション利用指針」に基づいた実施計

画書の確認申請に係る承認の適否に係る議論 

 

 

 

なお、審議の結論については、それぞれのワーキンググループに一任する。 



（別紙１） 
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バイオものづくり革命推進ワーキンググループの設置について（案） 

 

１．設置趣旨 

○ 遺伝子技術により、微生物が生成する目的物質の生産量を増加させたり、新

しい物質を生産するテクノロジーを活用したバイオものづくりを進めるた

め、令和４年度第二次補正予算において、約３，０００億円の予算が計上さ

れた。当該予算により、国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発

機構（NEDO）に「バイオものづくり革命推進基金」を造成し、中長期にわ

たる技術開発を進め、社会実装に移していくことになっている。 

 

○ 適正かつ効率的な事業執行に当たっては、バイオものづくりの産業構造の特

性を考慮した上で、目指す方向性を整理し、進めていくことが重要である。

また、公募によりプロジェクトの実施者として選定された企業等の経営層に、

長期的な経営課題として取り組むことへのコミットメントを求め、野心的な

研究開発目標への挑戦を促すことも必要となる。 

 

○ このため、ワーキンググループを小委員会の下に設置し、目指すべき方向性

及び事業者が取り組むべき研究開発の内容を定める研究開発計画について

確認を行う。また、申請案件に係る企業等のコミットメント審査を行うと共

に、各プロジェクトの内容、進捗等について意見を求めるほか、実施企業等

の経営層との対話を通じたコミットメントの確認等を行うものとする。 

 

２．主な審議内容 

（１） バイオものづくりの全体像に係る議論 

（２） 研究開発項目、事業のアウトカム・アウトプット、スケジュール等の議論 

（３） プロジェクト実施企業等の経営層との対話を通じた、指導・助言 

（４） プロジェクトの取組状況の確認・改善点の指摘、部会への報告 等 

 

３．運営方法 

ワーキンググループの運営については、以下のとおりとする。 

（１） 会議及び会議資料の公開について 

会議及び会議資料は、原則として公開する。ただし、審議の円滑な実施に影響

が生じるものとして、会議開催において非公開とすることが適当であるとワー

キンググループが認める場合は、非公開とする。
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（２） 議事録の公開について 

ワーキンググループ開催においては、原則として会議の議事録を作成し、各委

員の了解を得た上でこれを公開する。ただし、（１）のただし書きの場合には、

議事概要を公開する。 

 

（３） その他 

会議開催の議事の手続その他運営に関し必要な事項は、座長がバイオ小委員会

に諮って定めることとする。 

  



（別紙２） 

4 

バイオレメディエーションワーキンググループの設置について（案） 

 

１．設立趣旨 

○ 平成１７年に、「微生物によるバイオレメディエーション利用指針（経済産

業省・環境省告示第４号）」（以下「バイレメ指針」という。）を公表し、

微生物等の働きを利用した汚染物質の分解等を通じた環境汚染の浄化を図

るバイオレメディエーションを実施する際の安全性の確保に万全を期すこ

ととした。バイレメ指針に基づき、当省は環境省と共同で、事業者等から提

出された浄化事業計画について、微生物の種類毎に科学的かつ適正な生態系

への影響評価を実施すべく有識者による科学的な審議を行っている。 

○ バイオレメディエーションに関する審議は、平成２８年３月にバイオ小委員

会の下に設置されたバイオ利用評価ワーキンググループにおいて、カルタヘ

ナ法に係る審議と併せて行われてきたが、昨今のバイオレメディエーション

に係る事業者等の関心の増大等を踏まえ、バイオ小委員会の下に新たに遺伝

子組換え技術及び環境工学、微生物等の専門家を委員とするバイオレメディ

エーションワーキンググループを設置し、バイオレメディエーションについ

て専門的かつ科学的な審議を迅速に行う。 

 

２．主な審議内容 

（１） 「微生物によるバイオレメディエーション利用指針」に基づいた実施計

画書の確認申請に係る承認の適否に係る議論 

 

３．運営方法 

ワーキンググループの運営については、以下のとおりとする。 

（１） 会議及び会議資料の公開について 

会議及び会議資料は、原則として公開する。ただし、審議の円滑な実施に影響

が生じるものとして、会議開催において非公開とすることが適当であるとワー

キンググループが認める場合は、非公開とする。 

 

（２） 議事録の公開について 

ワーキンググループ開催においては、原則として会議の議事録を作成し、各委

員の了解を得た上でこれを公開する。ただし、（１）のただし書きの場合には、

議事概要を公開する。
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（３） その他 

会議開催の議事の手続その他運営に関し必要な事項は、座長がバイオ小委員会

に諮って定めることとする。 

 


